


漆工庵　二代目白井松丘(義次)略歴

2001池袋西武「現代根付逸品展」 (以後定期的)

2002　明治神宮「日本文化を担う・漆の美展」

(与回200之、之003、 2004、 2005、 2008)

日本橋高島屋「現代根付展」 (以後毎回)
2005　スペイン・サラマンカ大学日西センター・美智子さまホール

「スペイン・サラマンカ展」 (『螺銅花丸四季蒔絵印籠』)

2006　スペイン・国立サクレメント僧院美術館「スペイン・トレド展」

大阪高島屋「手のひらの小宇宙・現代根付展」
2008　横浜高島屋「悠満会展」 (以後毎回)

」R名古屋高島屋「手のひらの小宇宙・第1回現代根付展」
2011日本橋高島屋「悠満会展」 (以後毎回)

⑥個展歴
2001岐阜高島屋(2回之001、2007)

2002　横浜高島屋(2回2002、2006)

2004　いわき市小野美術

2018　横浜高島屋「へ日本の美→白井松丘蒔絵展」

弦楽の楽しみ
●日時/11月18日旧) 14:00へ14:40

ヴァイオリン・ピ〃　力武

ヴィオラ　前田

チェロ　大西

1948　京都に生まれる

1965 17歳で、父、義雄に印寵の木地制作、蒔絵、古美術の修復を習う

1973　独立し、主に硯箱、茶器、印寵を制作する

1980　京都で「親子展」を開催

1990　水戸家より光囲愛用黒地四投薬紋蒔絵印寵の複製を委託される

1994　ドキュメンダノーテレビ番組「極めるへ日本の美と心へ」

(印籠装彩一究極の江戸工芸-)に出演

◎受賞歴
「975 「全国伝統工芸展」に於いてN H K賞受賞

2002　社団法人日本漆工協会より優秀漆工技術者賞受賞

2004　第12回明治神宮「日本文化を担う・漆の美展」に於いて

伝統工芸品産業振興協会会長賞受賞
◎出品歴
197与「第1回全国伝統工芸展」

1997　横浜高島屋「手のひらの小宇宙・現代根付彫刻展」

(以後毎年印寵を出品)
1999　池袋西武「根付彫刻新作展」 (以後毎年)

臆交通の便

◎車…」R姫路駅北口から約10分　◎タクシー…「琴丘高校下」とご指示ください。　÷1

⑥バス…」R姫路駅北口③・④番乗り場「日赤病院前経由」琴丘高校前下車

公差財団法人五字ヶ丘文革財団

固山南全日本工婁美術館
Enzan Memorial Museum of Art

〒670-0061兵庫県姫路市西今宿十1 -8丁eし(079) 292-3433

HP http://WWW.ric.h口ho.ne.jp/emmuseum/

ご
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
思
い
懸
け
ま
せ
ず
、
公
差
財
団
法
人
玉
章
ケ
丘
文
筆
財
団
・
囲
山
記
念
日
本
工
糞
美

術
館
の
主
催
で
、
蒔
絵
師
・
白
井
松
丘
生
涯
の
仕
事
を
特
別
展
と
ー
て
展
観
し
て
頂
き
ま
す
こ
と
に

な
り
ま
ー
た
。

私
は
、
家
業
で
あ
る
蒔
絵
を
継
ぎ
早
五
十
数
年
、
師
で
も
あ
る
父
義
雄
と
共
に
一
筋
の
道
を
歩
ん

で
参
り
ま
し
た
。
古
美
術
の
修
繕
に
携
わ
る
中
で
、
歴
代
の
名
工
　
(
徳
川
の
御
苑
蒔
絵
師
と
し
て
活

躍
し
た
幸
阿
称
、
古
満
、
梶
川
の
三
家
を
は
ぐ
め
、
飯
塚
桃
菜
、
柴
田
是
真
、
赤
塚
自
得
等
)
　
の
名

品
に
触
れ
る
こ
と
も
多
く
、
た
だ
豪
呑
む
も
の
と
い
う
た
け
で
な
く
、
洗
練
さ
れ
た
投
法
の
数
々
に

感
銘
を
受
け
ま
ー
た
。

修
繕
と
い
っ
て
も
決
し
て
容
易
い
作
業
で
は
な
く
、
当
然
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
蒔
絵
を
理
解
1

て
い
な
い
と
手
を
加
え
る
こ
と
す
ら
出
来
ず
、
複
雑
な
技
巧
が
施
さ
れ
た
作
品
を
前
に
た
た
時
間
だ

け
が
流
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
屡
々
で
あ
り
ま
し
た
。

日
々
あ
ら
ゆ
る
技
法
を
研
究
、
技
術
を
習
得
し
て
い
く
中
で
、
自
身
も
後
世
に
残
る
よ
う
な
作
品

を
生
み
出
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
二
十
九
歳
の
時
、
最
初
に
手
掛
け
た
作
品
　
「
第
線
蒔

絵
現
箱
」
　
を
三
年
か
か
り
で
仕
上
げ
ま
し
た
。
無
論
、
全
作
品
一
点
一
点
時
間
を
か
け
、
力
を
尽
く

す
も
の
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
、
こ
れ
は
後
に
も
先
に
も
思
入
れ
の
強
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

今
田
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
総
数
は
六
十
・
一
ハ
点
で
す
。
中
で
も
「
料
紙
硯
箱
」
　
は
五
十
年
の
集
大

戊
で
、
印
税
に
い
た
っ
て
は
素
地
か
ら
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
長
さ
に

わ
た
り
図
案
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
王
に
大
和
絵
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
が
、
近
年
で
は
香
合
や
根
付

に
お
い
て
、
蒔
絵
の
伝
統
を
踏
襲
し
っ
つ
、
常
に
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
様
々
か
伝
統
産
業
が
あ
り
、
そ
れ
を
守
り
続
け
る
多
く
の
蛾
人
た
ち
に
よ
っ
て
今
日

に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
日
本
独
特
の
漆
芸
技
法
で
あ
る
蒔
絵
は
、
精
度
が
要
求
十
、
れ
る
紋
密
な

作
業
と
、
数
多
い
工
程
を
経
て
作
品
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
は
世
界
に
誇
れ
る
至
宝
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
然
り
乍
ら
、
後
継
者
の
育
成
を
図
る
の
は
大
変
難
し
く
、
悠
久
の
歴
史
の
中
で
培
わ

れ
て
き
た
技
術
は
次
第
に
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
田
、
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
当
　
「
囲
山
記
念
日
本
工
嬰
美
術
館
」
　
は
、
開
館
以
前
か
ら
、
五
十
年

以
上
も
の
長
年
に
亙
り
、
館
長
の
一
念
で
、
日
本
の
工
婁
文
化
、
特
に
漆
工
芸
の
技
と
心
の
保
存
、

継
承
の
難
題
に
取
り
組
み
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
努
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
、
去
る
程
の
、
世
界
文
化
遺
産

第
一
号
"
国
宝
姫
略
城
の
、
一
ハ
年
間
に
亙
る
大
修
理
事
業
で
も
、
漆
部
門
を
担
当
、
そ
の
大
役
を
果
た

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
圃
山
記
念
日
本
土
婆
美
術
館
で
、
世
界
に
類
を
見
ま
せ
ん
尊
い
漆
文
化

の
継
承
発
展
を
目
指
さ
れ
る
活
動
の
一
端
に
、
私
の
匠
の
投
も
参
上
、
さ
せ
て
頂
け
ま
し
た
こ
と
を
、

日
増
し
に
有
り
難
く
感
ド
て
お
り
ま
す
。

ご
来
館
の
皆
様
に
蒔
絵
師
・
白
井
の
仕
事
を
通
い
、
世
界
的
に
　
「
-
a
p
a
 
n
」
　
と
ー
て
著
名
な
、

尊
い
蒔
絵
の
枝
と
心
の
深
い
魅
力
を
、
少
し
で
も
お
威
し
頂
け
ま
す
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

御
高
覧
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
を
与
え
て
頂
き
ま
ー
た
、
固
山
記
念
日
本
工
婁
美
術
館

井
尻
並
郎
館
長
様
に
、
深
い
敬
意
と
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
本
展
開
催
に
あ
た
り
、

ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
役
員
の
諸
先
生
方
、
学
芸
部
の
皆
様
に
、
謹
ん
で
御
礼
申
-
上
げ
ま
す
。

平
戊
三
十
年
十
一
月
吉
日

蒔
絵
師
　
白
井
松
丘
(
義
次
)
　
井

氏
氏
氏

幸
子
徳

千
智
泰


